
1977年以前出上の木簡
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跡

所
在
地
　
　
　
富
山
県
東
砺
波
郡
井
波
町
大
宮
司

調
査
期
間
　
　
一
九
七

一
年

（昭
４６
）
四
月
を
六
月

発
掘
機
関
　
　
富
山
県
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
舟
崎
久
雄

遺
跡
の
種
類
　
荘
家
跡
ヵ

遺
跡
の
時
代
　
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
前
期
、
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
瀬
遺
跡
は
庄
川
が
平
野
に
姿
を
現
わ
す
出
口
に
ほ
ど
近
く
、
そ
こ
か
ら
約

四
血
西
に
あ
る
。
東
の
八
乙
女
山

。
大
寺
山
の
山
麓
の
ゆ
る
い
傾
斜
面
上
に
あ

り
、
遺
跡
付
近
の
標
高
は
八
〇

ぞ
九
〇

ｍ
で
あ
る
。
勧
行
寺
川

と
よ
ば
れ
る
幅
五

ｍ
ほ
ど
の
小

河
川
の
北
側
に
遺
跡
が
立
地
す

る
。
上
流
側

（東
側
）
を
穴
田
地

区
、
下
流
側

（西
側
）
を
石
仏
地

端

区
と
称
し
、
両
者
は
約
三
〇
〇

似

ｍ
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺

跡
の
北
方
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
式
内

7654321

社
高
頼
神
社
が
あ
る
。

当
遺
跡
に
関
す
る
遺
構

・
遺
物
と
し
て
、　
一
九
六
二
年
に
、
日
直
し
作
業
中

に
古
代
の
鋼
銭
や
上
器
が
発
見
さ
れ
た
が
、　
一
九
七
〇
年
に
は
高
瀬
圃
場
整
備

事
業
に
伴
う
工
事
中
に
柱
穴

。
柱
根

。
上
器
片
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、　
一
九
七

一
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
石
仏
地
区

（廷
べ
七
六
〇
∬
）
か
ら
は
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
柵

一
条
、
蛇
行
す
る
自
然

流
路

一
条
、
打
入
板
三

カ
所
、
集
石
遺
構
、
土

坑
若
千
が
検
出
さ
れ
た
。

建
物
は
西
に
開
く
コ
の

字
状
の
配
列
を
な
す
と

考
え
ら
れ
、
主
屋
は
五

間
×
四
間
の
南
北
棟
建

物
ｓ
Ｂ
Ｏ

一
〇
で
、
そ

の
西
に
四
間
×
五
間
の

東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
Ｏ
二

〇
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

二
面
庇
で
床
張
り
の
堂

々
と
し
た
建
物
で
あ
る
。

主
屋
の
北
に
は
西

。
北

遺構略図



端
未
検
出
の
東
西
六
間
以
上
、
南
北

一
間
以
上
の
建
物
Ｓ
Ｂ
Ｏ
三
〇
が
あ
る
。

Ｓ
Ｂ
〇
三
〇
は
Ｓ
Ｂ
Ｏ
二
〇
と
は
棟
方
向
が
平
行
に
な
ら
ず
著
し
く
西
で
南
に

ふ
れ
る
。
両
者
は
同

一
計
画
の
も
と
に
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ

る
が
、
柱
掘
形

。
雨
落
溝
な
ど
の
出
土
遺
物
か
ら
平
安
前
期
の
同
時
期
の
遺
構

で
、
重
複
し
な
い
単

一
時
期
の
建
物
群
で
あ
る
。
柱
根
は
自
然
消
滅
し
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
ほ
か
は
す
べ
て
遺
存
し
て
い
る
。
こ
の
建
物
群
の
西
と
南
を

限
る
形
で
幅
約
二
ｍ
、　
深
き
約

一
ｍ
の
自
然
流
路
が
検
出
さ
れ
た

（Ｓ
Ｄ
Ｏ
九

〇
・
〇
九
一
。
一
一
〇
・
〓
一〇
）。
流
路
の
下
底
に
砂
利
が
薄
く
堆
積
し
、
上
半

に
は
暗
褐
色
の
粘
質
土
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
の
上
半
部
の
埋
土
か
ら
柱

・
板

な
ど
多
量
の
加
工
木
材
と
と
も
に
木
簡
が
出
上
し
た
。
中
心
建
物
に
近
い
部
分

で
は
特
に
多
く
の
遺
物
が
投
入
さ
れ
て
お
り
、
建
物
跡
の
柱
根
の
遺
存
状
況
と

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
遺
構
が
短
期
間
に
廃
絶
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
穴
田
地
区
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
柱
列
五
条
、

礎
板
列

一
条
、
溝
二
条
な
ど
で
あ
る
。
建
物
四
棟
は
石
仏
地
区
の
も
の
に
比
し

て
小
規
模
で
規
則
性
に
乏
し
い
が
、
建
て
替
え
が
想
定
で
き
る
。
溝
は
幅
約

一

ｍ
、
深
さ
は
現
状
で
○

・
三
ｍ

（本
来
一
ｍ
ぐ
ら
い
か
）
で
、
規
模

・
埋
土
か
ら

み
て
石
仏
地
区
の
溝
に
つ
な
が
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
土
坑
か
ら
出
上
し
た

遺
物
は
生
活
用
品
が
多
く
、
建
物
の
性
格
と
し
て
石
仏
地
区
に
比
し
て
住
居
的

色
彩
が
濃
い
。
時
期
的
に
は
石
仏

・
穴
田
両
地
区
の
遺
構
は
同

一
時
期
に
並
存

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
、
土
師
器

・
黒
色
土
器

・
須
恵
器

・
縄
文
土
器

。
古
式
土
師
器

・
青

磁

・
瀬
戸
焼
な
ど
で
、
須
恵
器
の
年
代
は
平
安
前
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
土

器
以
外
で
は
石
仏
地
区
の
溝
か
ら
漆
器
片

・
瓦
塔
片

・
曲
物

・
浄
瓶
な
ど
が
出

上
し
て
い
る
。
漆
器
と
関
連
し
て
穴
田
地
区
の
上
坑
か
ら
漆
が
付
着
し
た
土
器

も
出
上
し
て
お
り
、　
漆
工
人
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。　
な
お
銅
銭
と
し
て
一

九
六
二
年
に
発
見
さ
れ
た
も
の

（和
同
開
珠
一
枚
・
神
功
開
宝
四
枚
・
隆
平
永
宝
二

枚
）、
調
査
時
に
表
採
さ
れ
た
も
の
（万
年
通
宝
一
枚
・
神
功
開
宝
一
枚
）
が
注
目
さ

れ
る
。

墨
書
土
器
で
は
、
穴
田
地
区
の
表
採
の
も
の
に

「家
成
」
と
記
す
も
の
が
あ

り
、
「越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
帳
」
翁
平
安
遺
文
』
一
十
二
〇
四
号
）
で
大
同
三
年

（八
〇
八
）
・
天
長
四
年

（八
一一七
）
に
砺
波
郡
擬
主
政
と
し
て
み
え
る

「中
臣
家

成
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
同

一
人
物
で
あ
る
と
の
確
証
は
な
い
。

ほ
沙
取
軟
銅
地
区
の
溝

・
柱
抜
取
穴

・
土
坑
な
ど
か
ら
、
「衣
〔酢
党
「衣
〔師
酔
究

「南
回
□
」
「□
丸
」
な
ど
人
名
を
記
す
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

「衣
」
と
記
す
も
の
に
は
内
面
に
墨
が
付
着
し
て
お
り
、
硯
と
し
て
使
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
ほ
か
転
用
硯
が
毅
点
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
時
期
は
平
安
前
期
の
も
の
で
あ
る
。

当
遺
跡
の
性
格
は
、
石
仏
地
区
の
建
物
群
が
コ
の
字
状
の
配
列
を
な
し
、
主

屋
と
南
の
付
属
建
物
が
二
面
庇
付
き
で
官
衛
的
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
規

模
が
郡
衝
よ
り
小
さ
い
こ
と
な
ど
か
ら
荘
家
跡
と
み
て
、
具
体
的
に
は
弘
仁
六

年

（八
一
五
）
の

「東
大
寺
請
納
文
」
翁
平
安
遺
文
』
一
―
四
〇
・
四
一
号
）
の
杵
名

蛭
荘

（た
だ
し
抹
消
）
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
方
で
は
遺
跡



1977年以前出上の木簡

の
北
、
高
瀬
神
社
の
東
側
に

「勧
学
院
」
の
地
名
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
、

『
延
喜
式
』
大
学
寮
に
み
え
る
大
学
寮
勧
学
田
と
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
遺
跡
所
在
地
の
字
名
が

「大
宮
司
」
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、

高
麗
山
勧
学
院
と
い
う
寺
号
を
も
つ
高
瀬
神
社
の
神
官
寺
と
の
関
係
も
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
当
遺
跡
は

一
九
七
二
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
石
仏
地
区
は

一
九
七

三
ｔ
四
年
度
に
整
備
さ
れ
て
、
掘
立
柱
建
物
三
棟

。
川
跡
が
復
原
さ
れ
、
資
料

館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
昔
右
支
〔酔
〆
曹
上
人
〔酸
解
　
　
　
　
　
（霞
Ｗ
ａ
∀
ω
ｏ‘

石
仏
地
区
Ｓ
Ｄ
一
一
〇
溝
出
土
。
右
辺
が
欠
け
、
下
部
は
切
損
し
て
い
る
。

上
端
と
左
辺
は
調
整
加
工
し
て
お
り
、
原
型
は
短
冊
型
で
あ
ろ
う
。
文
字
は

一

面
の
み
や
や
細
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
書
風
は
端
正
な
都
ぶ
り
で
あ
る
。

書
風
か
ら
み
て
平
安
中
期
を
下
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
。
文
意
は
不
明
で
あ
る
が
、

漢
詩
の
一
旬
か
も
し
れ
な
い
。
材
は
木
日
の
細
か
な
檜
材
で
あ
る
。

こ
の
木
筒
と
同
じ
材
質
の
も
の
が
も
う

一
片
同
じ
溝
か
ら
出
上
し
て
い
る
が

公
§
Ｖ
ｅ
溢
）、

そ
れ
に
は
墨
書
は
認
め
ら
れ
な
い
。　
両
者
は
直
接
つ
な
が
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
同

一
個
体
で
あ

っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

富
出
県
毅
育
委
員
会

『
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
Ⅲ

（
一
九
七
四
年
）

阿
部
義
平

「
富
山
県
井
波
町
穴
田
遺
跡
の
調
査
」

翁
日
本
歴
史
』
一一七
九
　
一

九
七
一
年
）

（櫛
木
謙
周
）




